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クロモマイシン A3(CRA3)は抗腫瘍活性抗生物質

で、DNA の GC-rich な領域に結合特性をしめす。当

研究室では本化合物の全合成研究 1 とともに、本化

合物をリードとする DNA 結合分子としての研究を

展開している。すでに、CRA3 のモデル化合物とし

て中心骨格であるペリヒドロキシアントラセノン

誘導体(5)を合成し、DNA 結合特性を明らかにした 2。

中心骨格(4)の構築には、ホモフタル酸無水物(1)と
シクロへキセノン誘導体 (2)の強塩基存在下の

［4+2］環化付加反応 3を用いたが、低収率であった。そこで、今回、ルイス酸存在下のマイ

ケル型反応を想定し、条件検索を行なった結果、非常に高い収率で中心骨格(4)を与える反応

条件を見出すことができたので報告する。 
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